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 本研究の最終目的は、CVD 患者の HRQOLと心理的適応の経時的変化とその特徴を優位半球群
と非優位半球群で比較し、在宅移行後の HRQOLの低下を防ぐ介入方法を明らかにすることで




 回復期リハビリテーション病棟に入院中の CVD患者の退院時と退院後６カ月時の HRQOL、心
理的適応の縦断的変化と特徴を優位半球群と非優位半球群に分けて明らかにする。 
２）研究対象 








































  CVD患者から得られた結果は３期を統計学的に分析して評価した。 
３.研究３ 
１）研究目的 
 研究 1と研究２の結果から CVD患者の優位半球群、非優位半球群の HRQOLと心理的適応の
差異や関連要因を明らかにし、在宅移行後の HRQOL低下要因と HRQOLの低下を防ぐ介入方法
を立案する。     
２）研究方法 
（１）研究１と研究２の結果から、入院中の結果と退院後の結果を対応のないマン・ホイッ












































































































「健康関連 QOL(Health-related QOL:HRQOL)」に着目し、脳血管障害患者(CVD)の HRQOL と心
理的適応の経時的変化とその特徴を優位半球群と非優位半球群で比較し、さらに在宅移行後の 
HRQOL の低下を防ぐ介入方法を明らかにした研究である。本研究は、CVD 患者の回復期看護の質
と在宅移行時の患者の QOL 向上につながるという点で社会的価値があり、高く評価できる。  
本論文は 3 つの研究から構成され、国内外の文献検討も含め丁寧なプロセスを得ている点は博士
論文として評価ができる。回復期リハ病棟に入院した CVD 患者の退院時、退院 6 カ月後の HRQOL 
と心理的適応の変化を調査する研究 1 と、回復期リハ病棟に入院した CVD 患者の入院時、中間時、
退院時の HRQOL と心理的適応の変化を調査する研究 2 を実施した。2 つの結果をもとに優位半球
と非優位半球の障害の違いによる特徴を検討し、在宅移行後の HRQOL 低下の過程を予測して、




















本論文の一部は第 5 回、日中韓看護学会にて報告した。「Research Trends in Cerebrovascular 
Disease Patients with Dominant and Non-Dominant Hemisphere Impairment」。また副論文として日本
農村医学会雑誌 69 巻 5号に記載が決定しており、学術的意義は高いと考える。  
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